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 第 7章では、本研究の成果と、今後検討すべき課題を述べている。 
 
審 査 の 要 旨 
【批評】 
本研究は、我が国の物流・港湾政策において、港湾部・臨海部・内陸部を対象とするロジス
ティックスコリドーの重要性を説き、その日本に対する導入可能性を検証したものである。国内
外の事例や政策を丁寧にレビューするとともに、ロジスティックスコリドーのもたらす効果の定性
的・定量的評価を行っている。本研究の成果は以下の様に整理できる。 
1) 国際物流を取り巻く環境及び国内外の取組を丁寧に整理し、輸送チェイン全体での接続
性確保に向けた取り組みの重要性を提示したこと 
2) 1)を踏まえロジスティックスコリドーを定義するとともに日本における意義を整理したこと 
3) 定性的な評価にもとづいて関係者間の連携体制の構築とその実行の仕組み、顧客志向
の運営、開発・運営計画の政策への明確な位置づけおよび実効性担保のための仕組み
づくりの重要性を指摘していること 
4) ドライポートのターミナル機能およびロジスティクスハブ機能がもたらす効果を定量的に評
価していること 
これらは、物流政策・港湾政策に極めて重要な示唆を示していると評価できる。 
 
【最終試験の結果】 
平成３０年 １月 ２９日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席
のもと、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位
論文審査委員全員によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（社会工学）の学位を
受けるに十分な資格を有するものと認める。 
 
